
■回収された食用油が、学校給食を運びます

今
年
７
月
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
主
要
な

議
題
は
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
で
、
温
暖
化
に
よ
る
環
境
破
壊
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
す
。
こ
の
美
し
い
地
球
と
環
境
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
…
。

広
報
な
よ
ろ
４
月
号
か
ら
連
載
を
始
め
た
、
今｢

地
球
環
境｣

を
考
え
る
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
す
で
に
平
成

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
名

19

寄
市
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
と
、
回
収
さ
れ
た
廃
食
用
油
が
学
校
給
食

配
送
車
の
燃
料
に
活
用
さ
れ
て
い
る
実
例
を
紹
介
し
ま
す
。

名
寄
市
が
取
り
組
む
地
球
温

暖
化
防
止
実
行
計
画

名
寄
市
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
抑
制
す
る
た
め
、
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
、
節
電
、
節
水
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
り
実
効
性

の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、『
名
寄
市

地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
』
を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

燃
料
消
費
を
抑
え
、
経
費
削
減
に
努

め
ま
す
。

○
目
的

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
等
を
率
先
し
て
行
い
、
地
球
温

暖
化
防
止
を
図
り
ま
す
。

○
期
間

平
成

年
度
か
ら
平
成
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23

年
度
ま
で
の
５
年
間
。

○
計
画
の
範
囲

市
が
直
接
管
理

す
る
庁
舎
な
ど
の
施
設
及
び
車
両

等
の
使
用
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
。

○
目
標

削
減
対
象
は
二
酸
化
炭
素

と
し
、
平
成

年
度
に
お
け
る
排
出

23

量
の
削
減
目
標
を
次
表
の
と
お
り
設

定
し
て
い
ま
す
。（
平
成

年
度
ま
で

23

の
施
設
の
改
廃
に
伴
う
二
酸
化
炭
素

の
増
減
を
含
め
な
い
と
、
実
質

％
10

の
削
減
に
な
り
ま
す
。）

○
計
画
推
進
及
び
点
検
体
制

推
進

委
員
会
と
推
進
専
門
委
員
会
を
設
置

し
、
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
状
況
、

達
成
状
況
を
点
検
、
評
価
し
、
必
要

に
応
じ
て
取
り
組
み
内
容
の
改
善
、

実
行
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

平
成

年
度
（
基
準
年
）

17

二
酸
化
炭
素
排
出
量

２
１
７
０
６
ト
ン

施
設
改
廃
に
よ
る
増
減

＋
９
７
７
ト
ン
（
４
・
５
％
増
）

↓

平
成

年
度
（
計
画
終
了
年
）

23

二
酸
化
炭
素
排
出
量
目
標
値

２
０
５
１
２
ト
ン
（
５
・
５
％
減
）
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■回収された食用油が、学校給食を運びます

Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
は

地
球
に
や
さ
し
い
軽
油
に
代
わ
る

燃
料
の
こ
と
で
、
Ｂ
ｉ
ｏ
Ｄ
ｉ
ｅ
ｓ

ｅ
ｌ
Ｆ
ｕ
ｅ
ｌ
＝
Ｂ
Ｄ
Ｆ(

ビ
ー
デ
ィ

ー
エ
フ)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
ら
な
い

こ
と
や
、
天
然
資
源
の
節
約
が
で
き

る
ほ
か
、
排
気
ガ
ス
が
ク
リ
ー
ン
な

こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、

使
い
終
わ
っ
た
天
ぷ
ら
油
な
ど
か
ら

生
ま
れ
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
車

の
燃
料
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

廃
食
用
油
再
資
源
化
協
定

今
年
２
月
、
市
で
は
㈱
フ
ジ
ト
ラ

ッ
ク
ス
と
㈱
と
み
な
が
と
の
３
者
で

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
の
内

容
は
、
公
共
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る

廃
食
用
油
を
同
社
に
無
償
提
供
し
、

そ
の
提
供
量
の

％
を
Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
し
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て
市
に
還
元
し
て
も
ら
う
も
の
で
、

市
に
と
っ
て
は
、
今
ま
で
費
用
を
か

け
て
処
理
し
て
い
た
廃
食
用
油
を
無

料
で
引
き
取
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

所
有
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
車

両
の
燃
料
費
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
に
よ

る
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

廃
食
用
油
の
回
収
に
ご
協
力
を

▼
回
収
す
る
油

サ
ラ
ダ
油
、
菜
種
油
、
紅
花
油
、

コ
ー
ン
油
、
ひ
ま
わ
り
油
、
大
豆
油

な
ど
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃

食
用
油
で
植
物
を
原
料
と
し
た
食
用

油
に
限
り
ま
す
。

▼
回
収
し
な
い
油

動
物
性
油
（
バ
タ
ー
、
ラ
ー
ド
な

ど
）、
機
械
油
（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
、

グ
リ
ー
ス
）、
パ
ー
ム
油
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
な
ど
油
以
外
の
も
の
が
混
ざ
っ

た
も
の
。

▼
廃
食
用
油
の
出
し
方

①
廃
食
用
油
は
、
天
ぷ
ら
カ
ス
な
ど

を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

②
飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
１
リ
ッ

ト
ル
～
２
リ
ッ
ト
ル
程
度
）
に
９

分
目
程
度
ま
で
入
れ
て
し
っ
か
り

ふ
た
を
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紙
パ
ッ
ク
・
缶
・
ガ
ラ
ス
瓶
は
漏

れ
防
止
の
た
め
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

③
回
収
施
設
に
設
置
し
て
い
る
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
漏
れ
の
防
止
の
た
め
、
な
る
べ
く

衝
撃
を
与
え
な
い
よ
う
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
、
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油
を
拠
点
回
収
し
て

い
ま
す
。
ご
家
庭
の
廃
食
用
油
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
軽
油
の
代
替
燃

料
）
に
リ
サ
イ
ク
ル
～
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
！

※
廃
食
用
油
の
受
入
れ
は
、
各
施
設

の
開
館
時
間
や
曜
日
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
事
業
系
で
廃
食
用
油
引
き
取
り
希

望
の
場
合
は
生
活
環
境
課
ま
で
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
廃
棄

物
対
策
係

０
１
６
５
４
③
２
１
１

１
（
内
線
３
１
２
３
）

▼
廃
食
用
油
拠
点
回
収
施
設

・
市
役
所
名
寄
庁
舎

大
通
南
１
丁

目


０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

・
市
役
所
風
連
庁
舎

風
連
町
西
町

１
９
６


０
１
６
５
５
③
２
５
１
１

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

西
１
条
南

丁
目


０
１
６
５
４
③
９
８
６
２

12
・
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

西

条
南

13

４
丁
目


０
１
６
５
４
②
２
２
１
８

・
保
健
セ
ン
タ
ー

西
２
条
北
５
丁

目


０
１
６
５
４
②
１
４
６
８

・
風
連
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

風
連
町

南
町


０
１
６
５
５
③
２
５
３
１

85

・
内
淵
最
終
処
分
場

字
内
淵


０
１
６
５
４
②
１
５
９
８

・
風
連
最
終
処
分
場

風
連
町
中
央

７
６
８


０
１
６
５
５
③
２
０
０
４

回収が順調に進んでいます

市内の公共施設８カ所に

設置された回収ボックス

で、廃食用油の回収が進

んでいます。

廃油浄化精製装

置 か ら 1 行 程 で

２００リットルのBDF

が生まれます。

学校給食の配送車に

ＢＤＦ製造
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